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平成２１年度 筑波大学博士前期課程世界遺産専攻入学試験 問題用紙 

 

専門科目（論 述）〔世界遺産〕専攻 

Academic Year 2009-10 

Examination for admission to the World Heritage Studies, 

University of Tsukuba, Master’s Program 

 

Special Subjects 

 

解答にあたっての注意 

① 論述試験の問題は、共通問題と選択問題から構成される。 

② 解答は、日本語あるいは英語で記述すること。日本語による解答は、すべての設問につ

いてそれぞれ８００字以内、英語による解答は、すべての設問についてそれぞれ２００

語以内で記述すること。設問が①、②と分かれる場合、その合計がこれらの制限に収ま

るようにすること。 

③ 共通問題には、世界遺産専攻の受験者全員が解答すること。 

④ 選択問題（問１から問１４）に関しては二問を選び、解答すること。 

⑤ 選択問題の選択は、必ずしも入学後の志望分野、研究計画に対応しなくてもよい。 

⑥ 共通問題および選択問題の解答は、それぞれ解答用紙表面に記すこと。一つの設問に対

して、表面から裏面へと続けて記された解答は無効とする。図の挿入は可とする。 

Instructions 

1. This examination is composed of two parts: compulsory and optional. 

2. Answers should be given in Japanese or in English. For each question, answer in 

Japanese should be given in 800 characters or less, and answer in English in 200 words 

or less. If a question is divided into two smaller questions ① and ②, the sum of your 

answer should be within this limit. 

3. The first question is compulsory. All candidates are to answer. 

4. Questions numbered from 1 to 14 are optional. You are to choose two questions to 

answer. 

5. Your choice in optional questions does not necessarily have to correspond to the field in 

which you would like to study in our Master’s Program. 

6. You are to use only one side of the answer sheet for each question. Do not write on the 

other side of the sheet. Illustrations may be added if necessary or indispensable. 

 

時 間． 

Time     １３：００ ～ １５：３０ 
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【共通問題】Compulsory question 

 

問 

以下に示す「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」（通称「世界遺産条約」）

の第 27 条、第 1 項および第 2 項を読んで、①、②の設問両方に答えなさい。 

 

 第 1 項 締約国は、あらゆる適当な手段を用いて、特に教育及び広報事業計画を通じて、

自国民が第一条及び第二条に規定する文化遺産及び自然遺産を評価し及び尊重することを

強化するよう努める。  

 第 2 項 締約国は、文化遺産及び自然遺産を脅かす危険並びにこの条約に従って実施さ

れる活動を広く公衆に周知させることを約束する。 

 

① この条約文に従って、締約国は、具体的にどのようなことをすべきであると考えられま

すか。第１項または第２項の一つを選んで、記しなさい。 

② 上記①のことを実施するにあたって、どのような課題ないし問題があると考えられます

か。 

 

Answer the following questions ① and ② in relation to Article 27 of the “Convention 

Concerning the Protection of the World Cultural and Natural Heritage” ( so-called 

“World Heritage Convention”) which reads as follows: 

 

Article 27  

1. The States Parties to this Convention shall endeavor by all appropriate means, 

and in particular by educational and information programs, to strengthen 

appreciation and respect by their peoples of the cultural and natural heritage 

defined in Articles 1 and 2 of the Convention.  

2. They shall undertake to keep the public broadly informed of the dangers 

threatening this heritage and of the activities carried on in pursuance of this 

Convention. 

 

Question ①:  What kind of undertaking should the states parties enforce in order to 

fulfill the requirements stated by one of two items in Article 27?  

Select either item 1 or 2 of the article and give your idea in a concrete form. 

 

Question ②:  Discuss the challenges or problems which may arise relating to the 

enforcement of the undertaking given by you as the answer for the question ①. 
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【選択問題】 

 Optional questions 

 

問１  

中国石窟寺院に見られる中央アジアの影響について、例をあげて述べなさい。 

 

 

問２  

生物多様性を脅かす「危機」を二つ以上あげて説明しなさい。 

 

 

問３  

Please explain in English. 

What is the main mission of Conservation Science in the protection of cultural 

heritage?  Please give an example. 

 

 

問４ 

「世界自然遺産」として登録されている日本の自然遺産を一つ選び、該当するクライテリ

アについて、解説しなさい。 

 

 

問５ 

ほとんどの遺跡は発掘後埋め戻される事が多い。したがって、年代をものがたる土層や住

居跡、炉跡、足跡のような痕跡などは調査報告書に記録のみ残ることになる。これらの土

層や痕跡を遺跡から取り上げる方法について述べなさい。 

 

 

問６ 

近世住宅では柱間を決定する方法の 1 つに「畳割」があります。この「畳割」について

説明しなさい。 
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問７ 

広島原爆ドームの世界遺産としての価値について述べなさい。 

Discuss the value of the Hiroshima Atomic Bomb Dome as World Heritage. 

 

 

問８ 

①下記の（ ）内に適切な数字・語句を埋めなさい。 

 

わが国では現在、「観光立国の実現」を目指した取り組みを強化している。2006 年 12 月

には観光立国の実現に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、（ア    ）（1963

年制定）を全部改正した（イ     ）が制定された。また翌 2007 年 6 月にはこれに基

づき、国の観光政策のマスタープランとなる（ウ     ）が策定される。 

2008 年 10 月には観光立国の実現を目指し、（エ    ）の外局として（オ    ）

が発足した。その主業務は、海外へのＰＲや対外交渉の他、自治体や民間の観光地づくり

の支援など「観光を通した地域振興」である。 

 

②前問のウにおいて示されている５つの「基本的な目標」のうち二つを、具体的な数値を

用いて示しなさい。 

 

 

問９ 

炭坑施設や製鉄所などの近代の産業遺産の保存・活用は、事務所ビルや学校などの近代建

築の保存・活用と比較して困難な条件・解決すべき課題が多い。困難な条件・解決すべき

課題を２つ挙げ、その内容と対処の方法について論じなさい。 

 

 

問１０ 

博物館、美術館で収蔵、展示される文化財へ影響を与える劣化要因の一つに“光”がある。

“光”による劣化現象とその対策について述べなさい。 

 

 

問１１ 

歴史都市の保存あるいは都市に存在する文化遺産の保存にはどのような問題があるか述べ

なさい。 
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問１２ 

文化財の価値を訪れる人に伝えるためにはどのような事に注意しなければならないか、あ

なたの考えを述べなさい。 

 

 

問１３ 

修復という行為と、複製を作る行為の違いを述べなさい。 

 

 

問１４ 

露出した岩石に描かれた絵ないし線描の価値によって世界遺産に登録された例を念頭にお

いて、諸君が専門とする領域の視点から、① その保存にどのような課題があり、② それ

を解決するにはどのような方策が望まれるかを論じなさい。 

 There are some world heritage sites where paintings or drawings on exposed rock 

surfaces constitute their principal values. Take them into consideration and discuss, 

from the viewpoint of your specialty, ①the challenges of their preservation, and 

②measures to be taken to solve those challenges. 

 

 

 


